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観測部月報

菓亜天文協會

★流星課だよリ　（83）

　八月の流星全盛期はすぎたが九月も流星は少くないピ著名な流星群はないが

21日前後には羊座a附近から，27日前後にはアンドロメ座a附近から綾速度

の流星が放射することが知られてみる・この外に同月末に魚座S附近に輻射鮎

を有する流星群の活動することが本會流星課員数名によって認められてみる．

　　　　　　　　X　　　　　　X　　　　　　X　　　　　　X

　四月及五月の観測で現在までに入手したものは甚だ少く其の集計は下の通り

である・
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　七月下旬の水瓶座流星群は本日（30日）までに筆者は二回観測した．其の結果

は下記の通りである．

　　　月　日　　　　時　　聞　　　　　流星数　水瓶δ群　　　F

　　　July　　28　　　　　2時5分一2時25分（20分）　　　　　7　　　　　　　1　　　　　　　0．4．

　　　〃　　　29　　　　　2　5　－3　25　（80分）　　　　27　　　　　　　8　　　　　　　0．9

　29日の観測から’求めた輻射鮎の位置はα＝343，δ＝14である．（小棋）

☆太陽躁だより　（7月）

報告者13名，病氣其他色々な事情に依って例月より稻減少し疫．

　天候上旬例の關西の豪雨があった事に依って知り得るが如く，其後も7月

にしては甚だ悪かった．結局，2日，4日，工4日の三ケ間の三二の無かった事は

遺憾に堪へない．次に相封数を表示する．
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太　　陽　　諜　 黒鍛跡圏塁招敗報誉　 （1938年6月）
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　概況　一ケ月島饅として非常に活況を呈した．和封藪から見れば，昨年の8

月に次ぐものであって，太陽黒黙の活動もほf最盛期に達したのではあるまい

か？　特に肉眼的な大黒貼群が相當多く出現した．

　肉眼での黒貼，坂上，正村，堀田，森久保，津留，5氏により報告・

　　　　　　　　坂上　務　　正村一忠　　堀田泰生　　森久保茂　　全　盟

　　槻　　itVJ　　日　　　　　　　18　　　　　　　　　10　　　　　　　　　11　　　　　　　　7　　　　　　　　46

　　隅勺識　9　8　・　2　2・
　　〃黒黒書雲羊数9　11　1　4　25
　以上の如く，観測日の牛数は肉眼で黒瓢が認められたわけである．

　南北雌牛球の比較本田氏より正確な槻測が，已を得ざる事情の結果，入手

する事が出來なかった爲に，充分な判定は下し得ないが，僅か南牛球の方が優

って居た様である．（相函数で見れば北73，南104，但し木邊の観測）特に肉眼

的な大黒窯群は南南球の露霜であったと云へるだらう．

　大黒難群，先づ舶叉は5日に東端から現れた一群は，南緯10。位にあって，

初めは塊壷掘に見受けたが，9日頃から東西に相當長く延びて湿た・11日に中

央通過，17日に西証した．肉眼にも映じた様である・然し，其れに少し遅れて

9日に東端から出現したものは，南緯13。内外にあって，前にも増して亘大な群

に獲達し，15日頃中央通過，21日西渡した・勿論肉眼にも良く映じ，最も爽遽

1938勾｛7刀17日 1938年7月20日J

（伊達英太郎氏撮影）
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したのはやはり中央逓過の頃だと見られた．此庭に伊辻氏の撮影になる為眞を

示すが，少し中央より西に向つた所にあるのが其れであり，其Z）披大同を表紙

に示して置いた．表紙のスケ1ルでは，地球は約4．5ミリの大きさになるから，

此の黒晶群一両の鮎めて居る面積は優に地球の50倍に！ぱ逢した事になる・其他

にも肉限に映じたものはある秘子だが，左揺侍殊のものは無かった様である・

　其他，津留氏より肉眼的黒黒占群4との報告及び前記の大黒難点の15，16再日

のスケッチを報告された．

　福課よりの御願ひとしては，各自相封敷の観測と共に，何か攣った一一つだけ

、長告を期待する．（南北にわけるとか，爲眞とか，肉眼槻測とか）叉，務めて，飴

り天氣のよくない日に僅かの機禽を逸さす観測され度V・事，及胡封数の合計，

亭均の計算は必ず二度やり直してV・ただき度い事である．

　訂正．天界208號磯表中，6月5日津留氏の相身数51は52の誤りに付き訂正致

します・

　謝意．報占逡付先の攣更等に依って入手近死の爲めに，折角御撮告を受け乍

ら，揚載出來なかった方が少しありました．右の方には謹んで御詑び申上げま

す．　（沓掛氏・三宅氏6月分入手致しました・）　　　　　　　（木旧記）

→《攣　　星　　課

　課長小山氏の急逝により巳を得す二分報告は小生宛に願ひます．然レ観測は

大V・に働んで下さい．　　　　　　　　　　　　　　　　　（木邊）

☆遊星面　課
　坂上虚言より，水星2，木星2，目星1のスケッチ報告があった．

　tl下開店休業中に近V・が，當課は他の課と違って，目的物が非常に制限を受

け易い爲なのであって，實はさにあらす，意氣込は充分持って居ます．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E　・　D）

☆観測部員に急告

　流星，黄道光，遊星面以外の槻測報告は一盛全部下記へ御途付御願ひ致しま

す．

　京都市上京優東三本木丸太町上ル　信疑族館内

　　　　　　　　　　　　　　　　　木　　邊　　成　　麿
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［璽］　攣光星課號行の報告書

　去る6月上旬に東亜二丈二二攣光星報告第1號RAPORTO　de　Ia　VARI－

STELA　SEKCIO　de　la　ORIENTA　ASTRONOMIA　ASOCIO　No．　1

（REPORT　of　the　VARIABLE　STAR　SECTION　of　the　ORIENTAL

ASTORONOMICAL　ASSOCIATION　No．1）が，本三三の攣光星課より

獲行された．21cm×11cmの大きさで248　page，紙質は模造紙80富山が使用さ

れ，内部の字はタイプライタ1印字，日本字は手筆の謄爲版刷である．假印刷

とはなって居るが，其れは箪に普通の活字印刷に依って居ない認めの事なので

あって，此の様な小髭しか山行部数を持たないものに在っては，別に其れ故に

ヒヶ・目を感ずる程のものではなV・．内容は1935，1936雨年度に於ける東亜天文

協會員の行った攣光星山鼠糊測の集録であって，其れ以前のものでも，花山ブ

レテン222，256，275，283，285，290，324の各號に磯表洩れのものは殆んど

全部載録されて居る．（但し約1000個のものが二部を通じて未磯表になっては居

るが）内容は二等の槻山山表が主で．あるが，記事も多少加はつて居る．且つ外

回向けの爲めには，エスペラント語が使用されて居るのも特微であって，英語

は補助的に使用されて居る・とにかく，此の獲表に際しては，報告の整理から

印刷迄，殆んど全部が小山理學士の手に成ったものであり，其の勢には大いに

敬意を表して然るべきものがあらう．

　沁沁の二物を手に取って見た内容の紹介を加へて見ると，先づlpageには雲

行に際する序交に相當するものが出て居lg，2pageには磯表延期の二二観測内

容の略記が示され，3－7pageには観測者，観測地，個人別の使用器械と略符，

槻測藪等が示してある。其れに依ると33名の観測者中南米ブラジルの勝浦氏，

及大蓮の河合氏以外は至部内地であり，然も大部分が京都以西のものに限られ

たかの如くに見受けられるのは，現在の歌勢では已を得なV・が，幾分淋しく思

はれる事忌である・器麟の方は肉眼から最大32cmのものに及んで居るが，割

合よく分布されて居る・即ち肉眼25，双眼鏡14，2～3cmのファインダ1級14，

5cm内外9，10cm内外の手頃なもの19，15cm級のものll，30cm内外のもの9と

云った具合である・（必ずしも的確な分類ではないが）．観測者は33名，観測星
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撒は194，目測総数は實に21723個の多数に達して居る。2F均して個人割700個

ばかり目測して居る事になるが，最も多V・のは木邊6012，小山3089で，…欠に20

00以下に降って今津，沓掛，西井，加藤，小澤諸氏のが蔵録されて居る．（但し

これは此の報告書中に掲載されで居るのみの事である）．

　8page以下はV・よV・よ本目的の槻回護表であるが，次の様に大艦星の型に依

って7部門に分けられて居る．即ち次表の様である．

部
部
別
部
部
乙
部

一
二
三
四
五
六
七

第
第
第
第
第
冷
艶

　星　　型

ミ　　ラ　　型

牡牛VR星型
ケフエウスμ星型

北冠R星型
白鳥SS星型
新星及新星類似型

其　の　他　難

頁　数

　8N72
73一一86

87N97

98NllO

111t一一185

186’v224

225．一v24・4

目測者

　29

　2．9．

　17

　22

　15

　24

　17

時日星

106

　13

　11

　8
23

　10

　23

目測数

6208

1376

1092

1407

6585

2188

2867

　第一部，第二部は，是等め槻測から誘導された所の極大，極小の表が最初に

出て居り，次いで観測獲表は日付，光度，観測者の三項目にして示してある．

第三部，第四部も，大部分が日付，光度，観測者の三項目出て居るが，一部の

星には目測の記號も出て居る．第五部は大部分微光の星である爲めに，二三の

星を除いては槻測者限定されて居るが，大部分が目測記號も併記されて居り，

（むしろ與へてある光度が不充分であるから）大骨に於て最も力の入れてある

部分である．こうした獲表を此の型の星に行ふ事は少し冒倹でもあらうが，一

面此の型の大部分の星を，数名の襯測者が協同して行った黙は，世界の他の報

告中にも先づ今の所見掛けない所であって（少くとも未だ獲表は出て居ない），

槻測債値の有無は今後に待つとしても，公雫に云って出色した部分であらう．

第六部も特殊な星であるから，丁寧に取扱って居り，特にDQ　Herの如きは

初期（6．0等級以前）には全二部高度に依る補正を加へて居るから，相當整理に時

日を費したものと思はれる．第七部は獲表型式はマチマチであって，1個1個の

光度を示さなかったものもあれば，第五部同様に取扱つた星もある．

　最後に245～248　pageにかけて星名索引，正誤表等が附加されて居る・

　以上三二すれば，初めての刊行にしては非常に良く出來て居る・ただ張V・て

云へば，もう少し二三に通する表の様なものに歓けた憾みが無きにしも下すで
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ある．然し，本書の目的が，この1冊で意味を求めるものでもなければ，叉大

艦が輩に忠實に個々の槻測を獲表する事に在るのだから，別に深く意に介する

必要は無いだらう・とにかく，此の報告の刊行に依って，東京の日本天丈學會

の取扱って居る嚢表と併せて，日本の攣光星観測が殆んど網羅し得られた事に

大きな喜びを感ずる．絡りに，本書の平文にあるが如く，此の出版に際して多

大の指導を寄せられた山本博士や，叉，重ねて前回の如く，萬事に多大の勢を

佛はれた小山理學士，並びに財政的な援助の大きかった倉敷の原氏及西川，崔

部爾氏や，技術的な勢力を彿はれた今津，木邊，沓掛，西井の諸氏にも謝意を

表すべく，同時に此の出版の今後の永綾と，引いては世界：文化への貢献に進ま

れん事を切に希望して已まなV・。

附記：本書が小山理肇士の手に成る最後の刊行物となった事は遺憾に堪へな

い．　講讃申込は本郡へ定慣1圓20鍵（荷造迭料共）

匿外報告

　　器械
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